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こばやし　まどか
作・　杉並区立松溪中学校　　林　円

（上演・杉並区立　井草中学校　
平成２８年度杉並区中学校連合文化祭上演作品）

時代　現代　

衣装　制服もしくは私服

登場人物　（男子１　女子１　計２名）
福本　太　（ふくもと　ふとし）１４歳　中２　

野上　秀子（やがみ　ひでこ）　１４歳　中２　学級委員
　二人の役者は太っていてもいいですが、太っていなくてもかまいません。

　ましてや、この劇のために太る必要は全くありません。しかし、顧問は適正体重であることが望ましいです。たいした意味はありませんが。

舞台中央に太。ベンチなどあってもよい。なくてもよい。
携帯電話をかけながら秀子が登場。
そのまま太の居る舞台中央付近へ歩く。
秀子　だからさあ。新学期に身体測定するって、どういうことよ、うちの学校！　終業式の日にも身体測定したんだよ？　なんでもう一回するかな？　休み中にゴロゴロしていて太ったこと、バレバレじゃん～！　あたしってば見事に２キロ太ってたんだから！　２キロよ、２キロ！　もう、超でぶ！　デブになっちゃったんだよ！もう最悪！信じられない！　死んじゃいたいよ～！　え？　もしもし？　あたしがそんなに太っていない？　……いやあん、そんなことないよう！　デブだって、デブ。デーブ！　あたし自分でわかってるもん！　あたしデブなんだよね、デブデブよ！　もう体中が超脂肪！
　　太、そのまま過ぎ去ろうとする秀子を呼び止める。

太　スターップ！　スタップスタップＳＴＯ～Ｐ！

秀子　げ。
太　そこの女子！立ち止まられよ！

秀子　女子とか呼びつけないでくれない？（電話を切る）現在野上秀子15歳が現在もっともかかわりあいたくない人物ナンバーワン、桜ヶ丘中学校２年Ｂ組２９番福本太！

太　んじゃあ、桜ヶ丘中学校２年Ｂ組学級委員野上秀子・通称ヒデブー、ちょっと待て。
秀子　ヒデブーって言うな！

太　俺の出席番号まで、言・う・な。
　二人、しばしにらみ合う。ふんっ、と一呼吸。
秀子　……いったい何の用よ。
太　そうであった。……お前、今自分がデブだとか名乗っていたな。
秀子　うぎゃ！　人の電話盗み聞きしてたの！

太　人聞きの悪いこと言うなよ。あれだけでかい声で話してたら、体育館の隅っこまで響きわたるぜ？

秀子　ど、どこから聞いてたのよ！

太　メロンに生ハムの組み合わせはおかしいってところから。
秀子　全部じゃない！

太　繰り返すが、お前がでかい声で話していたほうが悪いと思うのは俺だけではないと思うぞ。
秀子　だって、メロンは甘いのに、しょっぱい生ハムと一緒に食べようとする神経が信じられないわけよ。
太　いや、それはお前の好みだから俺は口出しする気はないんだけど。
秀子　じゃあなによ。
太　「デブ」だ。
秀子　はあ？

太　「デブ」だよ、「デブ」。お前、自分がデブだ、と今さっき言っていただろう。
秀子　……そこも聞いていたのね。こいつの記憶がなくなるまで殴っておくべきか。
太　聞こえたんだよ。Ｌｉｓｔｅｎじゃなくて、Ｈｅａｒ！　ドゥーユーアンダァスタァン？（Do you understand?　※無駄に発音はよい）
秀子　へえへえ。
太　俺はな、お前のデブについての認識について確認したい。
秀子　ふえ？　デブについての認識？

太　デブとはなんだ、答えよ勇者・野上ひでぶー！

秀子　ひでぶーって呼ぶな！

太　お前な、簡単にデブという言葉を使うな！
秀子　なんでよ。
太　お前のどこが太っているのだ！

秀子　うわ、あんたに言われると微妙にムカつくのはなんでだろ。
太　お前の言う「デブ」が、肥満のことを言っているのなら、肥満とは『体の脂肪組織及び種々の臓器に異常な脂肪が沈着した状態である』と定義される。
秀子　異常な脂肪が沈着……。
太　そう。異常。ただし、体脂肪量には個人差が大きく、年齢性別ではもちろん、体重が多いからといって単純にイコール肥満でもデブでもない。
秀子　うう……、たしかにまあ、それはそうね。体育のマイケル先生は８０キロあるけどデブじゃないし。
太　通常の成人男子の場合、脂肪の総量が３０％を越えれば肥満状態と言っていいだろう。
秀子　よくわからないけれど、３０％ね？

太　そう。一般には標準体重と比較する方法がとられているが、その標準体重自体があまり正確には知られていない。
秀子　むむ。
太　そこで、一般的には二の腕と肩甲骨の下をつまんで直接皮下脂肪厚、つまり脂肪の厚みを図る方法が世界的には広く使われている。
秀子　てか、なんであんたそんなに詳しいのよ！

太　もうひとつ、日本では標準体重から算出する方法が比較的人気がある。これは身長から１００を引くブローカ法がよく知られているのだが、これはあくまでも欧米人を対象としたものなので、身長が低い日本人も応用できるように、この方法に修正を加えられたのが「ブローカ式桂変法」と呼ばれている。
秀子　ヅラ、桂さんって誰ずら！

太　つまり、桂式とは、身長から１００を引いて、0．9をかけるというものなのだ。
秀子　無視かい。
太　この桂式で出した数値がプラスマイナス１０％以内ならば正常、１０％以上を超せば体重過多、そして２０％を超えてようやく肥満とよばれる体格になるのだ。
秀子　詳しすぎない？

太　他に、体重を身長の３乗で割った数値で判断するローレル指数、これは200以上で肥満、もうひとつ体重割る身長を二回繰り返すと求められる体格指数ことBMI、これは日本国内では２５以上で肥満とされている。
秀子　やばいわ、あきれたのを通り過ぎて、ちょっと見直しはじめちゃったわ。
太　以上、日本肥満学会の基準を駆け足で紹介させていただいた。ご清聴いたみいる。
秀子　日本肥満学会？　そんなのあるの？

太　あるさ。日本肥満学会。
秀子　いや、あたし信じない。
太　「信じるか、信じないかは、……アナタ次第です（無駄にポージング）」。僕は真実だけを紹介しているつもりだからね。
秀子　うわ、一気に胡散臭くなった！

太　それじゃ聞くけど、君の信じるデブとはなんだい。聞かせてもらおうじゃないか。
秀子　信じるデブって何よ。
太　ほれみろ、そんなものないんだろう。
秀子　それはその……休みの前とあとでで体重が増えれば、デブでしょ？

太　甘い！　甘い、甘すぎるよ野上ひでぶー！　8月３０日まで宿題をやらないでもなんとかなるんじゃないかと期待している中学2年生のように、区大会一週間前まで脚本が決まらない演劇部のように甘い！

秀子　そ、それはいくらなんでも甘すぎるだろう。
太　そのくらい甘いと言っているんだ、野上！

秀子　呼び捨てかい！

太　ひでぶーの方がよかったか？

秀子　野上で結構です。いやむしろ野上でお願いします。
太　しかし、なんで秀子だからってひでぶーなんだ。アレか？　やっぱひでぶといえば北斗の拳だろ？　アタタタタタタタ～ホアチョー！（片足で両腕を挙げて謎のポーズ。）

秀子　違います。それにそれ、ブルース・リーと南斗水鳥拳が微妙に混ざってる。
太　なんだ、お前結構詳しいのな。
秀子　何よ、あんただって、名前「太」だからって、最近あだ名「ぶどし」が進化して「でぶ」じゃない。
太　ああ、アレはひどいよな。最終進化形とはいえセンスがない。
秀子　センスの問題じゃないでしょ。なんでイヤがらないのよ。あれ、もう、いじりってレベルじゃなくなってるでしょ。
太　バカになんていわれようが、別に僕は痛くもかゆくもないもんね。
秀子　……あんたって、大物なんだかなんだか知らないけれど、時々超越してるよね。
太　だってそうだろ？　どうでもいいやつらにどう思われたってどうでもいいじゃないか。
秀子　そりゃ、……そう、だけど。
太　……へえ。なんだ、気にしてくれていたんだ。
秀子　い、一応、学級委員ですから。
太　ふぅん、野上っていいやつなんだな。知っていたけど。
秀子　べ、別にあんたが気になるわけじゃないわよ。クラスの後ろからひどい言葉を投げつけているやつらが、気にいらないだけよ。クラスの平穏のためにも、言われている本人がつらっとしているんじゃ、注意もできないじゃない。あの人たちに、ああいうこと、いつまでも言わせておくのって、よくないと思うの。
太　剣崎とか。
秀子　……。
太　剣崎、変わったよな。
秀子　剣崎くん、昔はあんなんじゃなかったんだよ。
太　知ってるよ。俺、小学生のときから一緒だったから。
秀子　あたしは保育園から。
太　そうか。
秀子　……うん。
太　でもさ、デブって、そんなに悪い言葉なのかね？

秀子　え？

太　デブって本当に差別語なのか？

秀子　知らない。でもたぶんそうだと思うよ

太　デブの語源って知ってる？　お前。
秀子　デブに語源なんてあるの？

太　あるんだよなこれが。
秀子　……デっかい……ブタ？

太　うはあ！　なんだそれ！　新しい説だな！

秀子　からかわないでよ！　何よ一体！　教えなさいよ！

太　知りたいのか？

秀子　あたし、自分だけわからないことがあるのってのは落ち着かないの。
太　ふーん。じゃあ教えてやってもいいよ。……いいか？　デブという言葉は明治時代から使われているんだ。
秀子　ふんふん。
太　したがって、英語由来説が現在有力なんだよな

秀子　英語由来説？　何よ、デブって英語だったの？

太　聞いて驚け。いくつか説はあるんだがな。「ダブル　チン」からきているんだそうだ
秀子　……いやだあ！　チンは二個あるにきまってんじゃない！（照れる）
太　おい！なんのチンだよ、何の！　チンはここ！　ここ！　あごのことだよ！　ボクシングとかで言うだろ？　チンって。ダブル　チン　で、二重アゴのこと！

秀子　やだ、最初からそう言ってよ！

太　なんのことだと思ったんだよ！　てか二個あるのはチンの方じゃねえよ！
秀子　ダブルチン、ダブルチン、ダブチン・ダブチン……。
太　ＮＯＮＯＮＯ、（ネイティブ風に発音）ディブルチーン、ディブルちん、ディブちん……。
秀子・太（一緒に）　でぶちん！

太　そう。それが詰まってでぶちんがデブに変化したという。
秀子　へえーっ、すごいんだ。あたしはどちらかとゆーと、でっぷりとした、のデブかと思ってた！

太　うお！

秀子　何？！

太　野上お前すごいな！　それこそが日本語由来説だ！

秀子　え？　どれが？　どれ？　どこ？
太　説明しよう。デブという言葉は明治時代からその使用が認められているが、その原型は江戸時代に見られる「でっぷり」「でぶでぶ」が名詞化したのではないかとも言われているのだ。
秀子　へーええ。
太　く……。この僕がここまで言い負かされるだなんて、初めてだ……さすが、やるな学級委員。
秀子　いや、言い負かしていないし。学級委員関係ないし。

太　見直したぜ、野上。
秀子　こんなにほめられてもぜんぜん嬉しくないのってのも貴重な体験だと思うわ。
太　しかしアレだよな。太っていることって、そんなに悪いことなんだろうか。
秀子　悪いに決まっているんじゃない。
太　なんで？

秀子　何でって……ほら、健康に悪いし。
太　それはその人の問題じゃない？

秀子　それに、ほら、えーと、場所とるし！

太　背が高い人だって場所は取るよ。
秀子　えーと、えーと、そのー……すいません、見ていてなんか暑苦しそうだからです。
太　ほら、結局そういうことだろ。
秀子　そういうことって？

太　デブが嫌われ、いわれのない差別を受けるのには、明確な理由はないんだ。
秀子　う、動きのとろい子がいるじゃない。
太　それも偏見だな。動作が機敏なデブは意外と多い。体格はフツウなのにダラダラしていつやつらの割合と正確に比較したデーターがいまだかつて発表されたことはない。
太　暑苦しそうだとか、どんくさそうだとか、デブはデブに対してのイメージでまずは差別される。
秀子　語るね。
太　だが、考えてもみろよ野上。贅肉の贅は、贅沢のゼイなんだぜ？

秀子　うわ、本当だ

太　そして、痩せるという漢字はヤマイダレだ。
秀子　そうそう。ヤマイダレに、ちょっとこう、難しい字よね
太　それに、人間の体は脂肪を蓄えるようにできている。
秀子　太っていることはいいことだと、あんた言いたいの？

太　この世界に無駄なものなんてない、と言いたいのさ。
秀子　壮大ね。
太　太っている人間は、みんなロマンチストなんだよ。
秀子　なんで。
太　太っている人間は、みんな脂肪の中にもう一人の自分がいるからさ。
秀子　確かに、明るい子多いけれど、繊細な子も同じくらい多いわね。
太　それは真実ではないぞ、野上。デブは脂肪の内側は、みんな神経なんだぞ。
秀子　そうだったの？

太　ぽっちゃりとかふくよかとか呼ばれて、明るいふとっちょちゃんを演じる人々の気持ちが、お前にはまだわかっていない……。
秀子　想像力が貧困ですいません、師匠。
太　うん。センセイはお前ならわかってくれると思っていた。
秀子　はい！　……って、なんでそんな話になるの！

太　センセイはお前のデブに対する偏見を確認し、必要に応じて払拭しておかねばならねえと思ってな。
秀子　はい、すいません。デブは奥が深いです。安易にデブという言葉を使ってしまってすいませんでした。もう帰らせてください。
太　デブについて、考えを改めたか？

秀子　改めました。ごめんなさい。正直にあやまります。わたしが間違っておりました。もうしわけございません。
太　いや、そこまで謝らなくてもいいんだけどよ。デブとは脂肪の塊の中に孤高の魂を持った存在だとわかってさえくれれば、僕は満足だ。
秀子　でもさ、そこまで詳しいんなら、剣崎くんたちにも、言ってやればいいんだよ。
太　剣崎か。
秀子　剣崎くん、話のわからない人じゃないよ？

太　今はだめだ。
秀子　なんで。
太　……。
秀子　あんた、何か知ってるのね。
太　……。
秀子　知ってるんでしょ！　教えなさいよ！
太　……誰にも……言わないよな、お前なら。
秀子　言わないわよ。
太　約束するな。
秀子　しつこいわね、あたしを誰だと思ってんのよ。
太　ＯＫ。　……剣崎の妹って、覚えてる？

秀子　覚えてるわよ。ルナちゃんでしょ。子役タレントやってたこともある、目のぱっちりした、おしゃれでおませな。ちっちゃいころは何度か遊んだこともあるもの。
太　今、入院しているんだ。
秀子　うそ。
太　うそじゃねえよ。
秀子　なんで。いつ。どこに。なんであんたそんなこと知ってるの。
太　去年から。僕の姉さんと同じ病棟だったんで、偶然知ったんだ。
秀子　……あんたの姉さんも？

太　同じ病気。
秀子　…………。
太　姉さんが発病したのは、高校に入ってからしばらくしてだった。
秀子　…………。
太　付き合い始めた彼氏に、何気なく言われたらしい。『お前って、ちょっと太っているよな』

秀子　ねえ、まさか……。
太　生まれて初めて出来た彼氏にそんな事を言われた姉さんは、ダイエットをはじめたんだ。
秀子　病気って、まさか……
太　徐々に、食べたものを吐くようになって、反動で食欲をセーブできなくなって。
秀子　剣崎くんの妹も、そうだっていうの？

太　夜中に、起き歩いて、冷蔵庫の中のものを際限なく食べて、吐くんだ。
秀子　……。
太　泣きながら、吐くんだ。

秀子　ねえ……。

太　僕の姉さんは、確かにちょっとふっくらしていたけれど。
秀子　……。
太　自分で言うのはなんだけど、僕の姉さんはちょっと美人でさ。おっとりしてて、すごく優しくって、滅多なことじゃ怒ったりしないで、面倒見がよくって、頭もよくて。僕は姉さんが大好きだったから。
秀子　……。
太　だから、姉さんがダイエットと言ってやせていくのは、とてもやるせなかった。
秀子　……。
太　このくだらなくていやなことがたくさんある世界の中で、５０キロくらいの分は大好きな人で占められていると思っていたのに。
秀子　減っていくの。
太　減っていくんだ。
秀子　……ルナちゃんは……？　……剣崎くんの、妹さんは。
太　小５で発病だから、うちの姉さんよりひどい。発育が止まって、回復が大幅に遅れてる。
秀子　……だって、あの子、もともと太ってなかったじゃない。
太　まだ、骨と皮みたいな状態だよ。一時は点滴も嫌がって暴れて、薬で安定剤を打ってから栄養剤を入れて、それでも吐いて。
秀子　……。
太　それでも、まだ、自分は太っていると言い張るんだ。
秀子　……剣崎くんが。
太　うん。
秀子　剣崎くんが、あんたをいじめ始めたのも、その頃？

太　病院で偶然会ったんだ。うちの姉さんは世話好きだから、剣崎の妹さんはわりと仲がよくて。
秀子　……。
太　だから、剣崎は、デブって言葉を憎んでいて、その言葉を僕に投げつけてくるんだ。……あいつには他に、言葉をぶつける相手さえいないからな。
秀子　……あたし。
太　でも、僕も、こんなえらそうなこと言いながら、やっぱデブという言葉を、憎んでいるのかもなあ。
秀子　あたし、何も知らなくて。
太　うん。人は知らないことの方がとっても多いんだ。
秀子　お姉さん、具合どうなの。
太　最近よーやく体力が出てきたからね。あと半年くらいで退院できそうだってさ。
秀子　そう、よかった……。
太　でも。
秀子　……。
太　姉さんが失った時間は、かえってこない。
秀子　うん。
太　なんで、人は目で見たものだけで、すぐにすべてを判断しようとするんだろうね。
秀子　そうだね。……本当に大事なものは目に見えないし、いや、見えないもののほうにこそ、大切なものって多いんじゃないかなって、ときどき思うよ。
太　……そうかもなあ。
秀子　そうだよ、きっと。
太　剣崎に、僕、何かしてやれることはないのかな。
秀子　自分がいじめられてるっていうのに、あんた、いい人ね。
太　だろ？

秀子　（少し笑う）……だね。
　　　鐘の音。　時報、またはチャイムでもよい。

太　呼び止めて悪かったな。どっか行く途中じゃなかったのか？
秀子　うん？　まあいいよ。
太　見えないもののほうにこそ、大切なものって多いんじゃないか……、か。
秀子　うん。そんなこと思った。
太　脂肪の内側とかな。
秀子　脂肪の中の孤高の魂ですか。
太　そう。それは目に見えない。
ホリゾン橙。放課後もしくは夕方の雰囲気。女子学生たちの朗らかな声が聞こえてくる。（実際にセリフを言いながら歩かせてもよい。）
女子学生１　あー、メチャクチャ痩せたいー足なんかすごい太いー。
女子学生２　だよねー。二の腕とかチョーやばいよねー。
女子学生１　ホントホント。死にたい、マジ死にたい。だってさあ、シャレなんないくらいデブったー。
女子学士２　でもさでもさ、帰りマック寄ってく？

女子学生１　行く行く！　あー、おなかすいて死にそうー。
　女子学生、笑いながら去っていく。

　二人、声の去る方を見送る。間。
太　さ、僕たちも帰るか。
秀子　そうね。
　秀子、下手へ進もうとして、足を止めて振り返る。
秀子　ねえ。
太　なんだよ。
秀子　お姉さん、早くよくなるといいね。
太　ああ。
秀子　あたしもさ、自分太っててやだなあとか思っていたんだけど。
太　そんなことねえよ。
秀子　この肉もさ、自分自身なんだよね。
太　うん。
秀子　……自分自身、なんだ。
太　自分を好きになれねえと、それは認められないと思う。
秀子　あんたに言われなくったって、わかってるわよ。
太　あーあ、おなかすいたな。
秀子　そうね。
太　駅前の鯛焼きでよければおごるよ。
秀子　わー、ホント？

太　ホントだって。あそこ、餡子が多くて、いいよな。
　ＢＧＭ大きくなる。二人、退場。

　ホリゾン　赤。

　　幕

　引用・参考　

日本肥満学会　　http://wwwsoc.nii.ac.jp/jasso/index.html
　

ＤＥＢＵ　ＮＯＴＥ　語録

ＤＥＢＵ　ＮＯＴＥ　そのノートに名前を書くと必ず死ぬという、映画にもなった某漫画のタイトルをもじってある。２０１６年、まさかの再映画化と上演が重なった。タイムリーである。
野上秀子　ヤガミ（夜神）はデスノートの主人公の名字と一緒。
福本　太　小学生の頃のあだ名は福ちゃん。頭文字Ｆ。「Ｌ」ではない。
剣崎　往年のボクシング漫画「リングにかけろ」のライバル役の天才ボクサーの名前。

ルナちゃん　デスノートの主人公は「月（ライト）」という名前だったので。
ライト＝軽いともかけている。
マイケル先生　「ドンマイケル」のギャグで人気になった元ダンサーの若手お笑いタレントと同名。2006年に親の介護を理由に芸能活動を一時休業している。一説には女性問題で解雇との報道もあった。小太りもしくは筋肉質な芸人さんがいれば時代に合わせて他の名前を入れてもＯＫです。
「パッション屋良」、アメリカ留学中の「なかやまきんに君」とはキャラがかぶっているだけで別人。
北斗の拳　北斗七星に象徴される伝説の暗殺拳北斗神拳の伝承者、ケンシロウの生き様を描くハードボイルドアクション漫画。

南斗水鳥拳　北斗の拳に登場する南斗六聖拳のひとつで、伝承者はレイ。動きは優美で華麗だが、敵を切り裂き、切り刻む、比類なき残虐非道の必殺拳。華麗な足さばきを特徴とする。奥義は飛翔白麗。 
ブルース・リー　アジアを代表するアクションスター。

日本肥満学会　実在する。ちなみに会則によると、その目的は「肥満に関するすべての分野における研究の充実発展ならびにその成果の普及をはかることを目的とする」と述べられている。　http://wwwsoc.nii.ac.jp/jasso/index.html
拒食症　摂食障害のひとつ。若年層に好発し、ボディ・イメージの障害(自分は太っている、と考えること)から食物摂取の不良または拒否、体重減少を特徴とする。神経性食欲不振症、神経性食思不振症とも言う。
掲載コメント

　「ＤＥＢＵ　ＮＯＴＥ」――なんとなく思いついたタイトルからできた脚本です。数年前に書いたきり、しばらくお蔵入りしていた作品でした。そんな中、杉並区は今年、演劇部のある学校が減り、更に数少ない演劇部を擁する学校もそれぞれ部員が非常に少なく、この脚本を上演してくれた井草中さんは２人、他の学校も３人や５人で一生懸命活動を続けていました。そこで「少人数の脚本を」が必要となり、この脚本が発掘されました。
セリフばかりの劇なのですが、座りっぱなしにならないように二人の距離感に気を付けて動きを付けていただけると、メリハリがあって面白い舞台ができると思います。３０分程度の短い脚本なので、校内発表や練習用にも使いやすいかと思います。
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